
 

設計変更 

 

変更側で追加された工種だけを 

新年度のデータで積算する 

新規追加工種を新年度のデータで作成する手順です。 

１．変更データを作成する  

 

これから変更データを作成する 

場合は、右クリックメニューの 

［変更データ作成］を選択します。 

 

＊既に変更データを作成済みの 

場合は、手順２から始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］を選択します。 

 

 

 

 

 



２．総括表の設定  

設計変更データ（背景が黄色いデータ） 

の上で右クリック、メニューの 

［総括表］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［発注者・年度・地区］（①）の項目で、 

入札年月日を使用したいデータの適用月に変更します。（②） 

変更後、［保存して閉じる］（③）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．単価の更新の設定  

以下の画面が出ますので、［更新しない］を選択し、 

［この設定を保存］してメッセージを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

設計書を開き、   を選択します。 

再積上げの処理選択画面にて、［単価金額を更新］のチェックを外します。 

 

※「単価金額を更新（U）」にチェックを付けて再積上げを行うと、 

工事全体が総括表で設定した地区単価に更新されますので、予めチェックを外します。 

設定が終わりましたら、［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降は通常の操作で、追加工種のみ新年度データで積算できます。 

※既存の工種を再実行しますと、総括表で設定した新しいデータに更新されますのでご注

意下さい。 


